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西東京市市民協働推進センター 1 

     平成 29年度第 5回運営委員会会議録（確定稿） 2 

■開催日時：平成 29年 9月 19日(火)午後 7時 00分～9時 00分 3 

■開催場所：イングビル 3階第 1、2会議室 4 

■出席委員：池田委員、伊藤委員、海老澤委員、紺野委員、櫻井委員、佐藤(文)委員、谷委員＜以上 75 

名、五十音順＞ 6 

■事務局 ：内田センター長、鈴木副センター長、小平福祉活動推進課長、妻屋地域福祉推進課長補7 

佐兼係長、山田主任 8 

 9 

1.報 告 事 項  10 

1.業務報告について 11 

事務局より、7・8月期の主催事業、ホームページアクセス数、新規登録団体、市民活動相談12 

の状況について説明があった。 13 

委 員：協働のまちづくりワークショップの資料はあるのか。 14 

事務局：報告書をホームページで閲覧できるようにする。 15 

委 員：協働のまちづくりワークショップの見学者 3名はどういう方か。 16 

事務局：他市からの見学者である。 17 

委 員：新規登録団体の猫の手舎だが、団体の目的は正しいのか。 18 

事務局：間違ってはいないと思うが、登録申請書と照合・確認する。 19 

委 員：傾聴の相談があったようだが、内容を詳しく聞きたい。 20 

事務局：自宅に来て、ひきこもっている息子の傾聴をして欲しいとのことであったが、訪問して傾聴21 

する団体がないため、居場所で傾聴ボランティアを行っている団体の情報をお知らせした。 22 

委 員：カウンセリングとは違うのか。 23 

事務局：カウンセリングをして欲しいのではなく、自宅に来て傾聴して欲しいとのことだ。 24 

委員長：実際にこの年齢の引きこもり対策は西東京市としてはどの程度やっているのか。 25 

事務局：ひきこもりの当事者が集まっている団体が 1つ、NPO法人で 1つある。先週末の出前相談でひ26 

きこもりの親が団体を作りたいとの相談があった。 27 

事務局：生活困窮の自立支援を社協が受託し相談にのっている。高齢者から「自分の子供がひきこも28 

り」との相談は結構ある。 29 

委 員：なぜゆめこらぼに相談に来たのか。 30 

事務局：専門機関なども相談した後にゆめこらぼに問合せたとのことだ。 31 

委員長：相談記録の中学校での放課後カフェの件だが、月次報告には記載されないのか。 32 

事務局：ゆめこらぼが主催しているものではない。西東京放課後カフェが講演会を開催し 100名程集33 

まったとのことだ。 34 

 35 

2．9月以降の事業について 36 

     事務局より、9月以降の実施事業について説明があった。 37 

委 員：南部地域協力ネットワークだが、何を目的としているのか。設立してからどのようなことを38 

おこなっているのか。 39 
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事務局：昨年度発足し、情報交換から始め、ネットワークを構築することを基礎に一年間進めてき1 

た。その結果、自治会から情報交換だけでは物足りないので地域課題を解決するためのこと2 

もしたいとの意見があり、役員会で検討した。その結果、定例会で提起された地域課題をそ3 

の場で話し合うのは難しいので、一旦は役員会に持ち帰り、検討した上で次回の定例会に諮4 

ることになった。 5 

委 員：新しいコミュニティ作りだと思う。地域の多様化した団体の抱えている問題の共通項を絞る6 

ことが難しいと感じている。時間をかけても問題解決がなされないと不満も出てくる。福祉7 

や医療など共通項があるものでもネットワークを組むのは難しい。せっかく生み出したもの8 

を飽きさせず継続していく事が今後の課題ではないか。 9 

事務局：その通りで悪戦苦闘している。 10 

委員長：自治会が持っている課題はピンポイントなのか。 11 

事務局：共通の課題は高齢化と後継者などだが、個別の問題も確かにある。 12 

委 員：PTAは入ってないのか。 13 

事務局：育成会が入っている。消防署、大学、警察、地域包括などの関連団体からはどうしても自治14 

会への情報提供の場になってしまう。 15 

委員長：避難所運営ゲームは中学校で広がりそうか。 16 

事務局：今までは小学校が多かったが、最近は中学校が増えてきた。ゆめこらぼが関わり始めて約 517 

年、レスキューバードが協力するようになって約 2年経ちメンバーも増え活躍しているの18 

で、今後はゆめこらぼとレスキューバードの役割分担などを図っていきたい。 19 

委 員：ひばりが丘中学校だが教員は対象になっているのか。 20 

事務局：一部入っている。 21 

委 員：色々な小中学校で展開するなかで、教員が運営のノウハウを習得して教員がローカルで展開22 

するのか。 23 

事務局：そこまではない。実際の図面を利用して行うことにより、自分たちが教員の立場として経験24 

することで、マニュアルだけでは分かりづらい事も具体的に結び付けられるなど、そういう25 

意味で活かしている。また、生徒を対象に行っているが、教員が教えるわけではない。 26 

委 員：避難所運営協議会とは何か。 27 

事務局：各学校で地域の人に関わってもらいそれぞれの学校が作っている避難所を運営していくため28 

の会である。 29 

委 員：中学校には全てあるのか。 30 

事務局：小学校も含め基本的にはある。 31 

事務局：機能しているかは学校により差がある。避難所運営協議会のネットワークを作る動きはある32 

がすべての学校が参加するまでは至っていない。 33 

事務局：教育委員会からの依頼で、全学校の校長と防災担当の先生を対象に研修として避難所運営ゲ34 

ームを行ったことがある。 35 

委員長：避難所運営協議会の市内の連絡会は名前がついているのか。ゆめこらぼの登録とはならない36 

のか。 37 

事務局：登録はこれからだと思う。「もしもの避難所ネットワーク」が市内の連絡会の名前で、今年38 

度地域福祉活動の助成金で 11月 25日に防災の講演会を開く予定がある。 39 



3 

 

委員長：避難所運営協議会に入っているが、年度の始めは校長先生、副校長先生が挨拶に来るが、年1 

度の途中では関わってこないので、学校により温度差があるように感じる。 2 

委 員：教員は忙しいが、西東京市では部活の専任の先生は取り入れられているのか。 3 

委員長：部活の講師のことか。 4 

事務局：委託の話はでているのではないかと思う。 5 

 6 

2．審 議 事 項 7 

1. 前回の会議録について 8 

委員長：1ページ 34行目を「人間 HUGではない。ゆめこらぼは関与していない。」と修正し、前回の9 

会議録は確定稿とする。 10 

 11 

3．協 議 事 項 12 

1. センターの業務の執行に関する事項（重要事業の企画）について 13 

事務局より、地域活動紹介ゆめサロン（企画案）について説明があった。 14 

委 員：おおぞら公園は必ず通るか。 15 

事務局：おおぞら公園は通らない。 16 

委 員：おおぞら公園の桜の木を切らなければならない状況である。公園課では公開樹木診断などを17 

行っている。近くを通るなら状況の説明を一言してもらえるとよい。 18 

事務局：みどり公園課に聞いてみる。 19 

委員長：近くを通るのでこのようなことがありますという話ができれば、取り入れてもらうこととす20 

る。 21 

事務局：今回で市内の主だった場所は回ったので、来年度以降は検討することとなる。 22 

委員長：とねりこはどのような団体か。 23 

事務局：居場所を提供している団体である。 24 

委 員：まちめぐりは何年やっているのか。 25 

事務局：3年目になる。5回目である。 26 

委 員：参加される方は毎回参加するのか。 27 

事務局：毎回参加される方もいる。毎回 20名の募集で定員割れはない。 28 

事務局：資料の中で対象者が中高年の市民となっているが、チラシではそうなっていないが、ターゲ29 

ットは中高年としているのか。 30 

事務局：ターゲットは中高年だが、実際の募集は限定していない。 31 

委員長：今までの参加年代は中高年か。 32 

事務局：そうだ。若くても 40代であり、最高齢では 85歳の方が参加された。 33 

委員長：まちめぐりから市民活動に流れて行けばよいと考えているが、全体的に数値的にはどうか。 34 

事務局：累計では 100名位参加しているので、１割弱が市民活動に参加することになった。 35 

委員長：成果としてはどうか。 36 

事務局：割合としては 1割で妥当と思う。今後は絶対数を増やしていきたい。 37 

 38 

 39 

 40 
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2.事業報告及び決算について 1 

事務局より平成 29年度上半期西東京市市民協働推進センター事業報告（案）について説明が2 

あった。 3 

委 員：広報だが、広報・PRの協力団体、施設の拡大とはどういうことか。 4 

事務局：運営委員から提案いただいた中に、ゆめこらぼだけで広報するのではなく、協力団体やいろ5 

いろな施設などを利用して広報してはどうかと意見があったので採用した。それを踏まえて6 

来年度の課題として記載した。 7 

委 員：まちづくり円卓会議も人数を記入して欲しい。 8 

事務局：人数を加えることとする。 9 

 10 

3.事業計画及び予算について 11 

事務局より平成 30年度西東京市市民協働推進センター事業計画（案）について説明があっ12 

た。 13 

委 員：広報にあるタウン誌について聞きたい。 14 

事務局：ゆめこらぼ通信は 1000部発行のため市民 20万人を対象に広報を考えると万単位で広報する15 

ための方法として考えた。予算に限りがあるので、実施回数は掲載価格次第になる。 16 

委 員：10周年をタウン誌で表現することを考えているのであれば、10年積み重ねてきたものが見え17 

るようにする広報が面白いのではないか。 18 

委 員：10周年事業の予定はあるのか。 19 

事務局：具体的なことは考えていない。5か年計画では 10周年の提案をしていたが、再度考えること20 

とする。 21 

事務局：市に確認したところ、事業受託時の提案には記載していたが、あえてこだわる必要がないと22 

のことだ。団体紹介冊子の中に 10周年特集ページなどを盛り込むことでもよいと考えてい23 

る。 24 

委員長：市の事業として押してもらえると良いのだが。 25 

委 員：10年はよいタイミングだと考える。10周年はメディアなどでも取り上げられやすいので活か26 

せるとよい。 27 

事務局：検討する。 28 

委 員：団体交流会の内容を知りたい。 29 

事務局：交流会は NPO市民フェスティバル後に交流会として行っていたが、昨年は団体同士の交流の30 

場として一週間後に開催した。 31 

委 員：キーパーソンになる人達が交流することに意味があるのではないかと考えている。実際に会32 

を運営している方々が、集まって交流する場があれば、いろいろな情報が進展するのではな33 

いか。小平などは市民活動を応援する NPOが市民活動センターの運営を行い新年会なども行34 

っている。メディアを呼んでの交流会もやっている。多くの人が集まるだけの場ではなく、35 

活動している人達が集まれる機会を作ることが大切なのではないか。NPO市民フェスティバル36 

の実行委員になった方がその後まちめぐりに参加し、団体との出会いがあり現在はケアラー37 

ズカフェのメンバーとして活躍している方など見ていると、間口を広げるだけでなく、引き38 

込むような力のある人が集まり交流できる場を作って欲しい。 39 
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副委員長：同じ意見だが、そういう意味では人材育成・研修で自主企画委員会による講座・セミナー1 

の開催がその役割を担う部分があるのではないか。色々な切り口を作るうえでは人材育成・2 

研修も 1つのキーポイントになるのではないか。 3 

事務局：運営委員の意見から取り入れたものなので、主旨を活かす方向で進めたい。 4 

委 員：人を集めるのと同時に人を育てることに力を入れなければ組織がなくなってしまう。リーダ5 

ーの方々が次の世代を作っていく事が必要になっている。市民のリーダーは市民が育てると6 

いう視点を持ちながら人材育成をしていく事が大切である。次のリーダー層に舞台を用意し7 

てあげられるようにするのが良いのではないか。 8 

事務局：交流会が 1つの核になり育成する母体となることか。 9 

委 員：団体同士の交流より、団体に入っていない人と交流がしたいので、そういう交流の場を作っ10 

て欲しい。 11 

事務局：それは、おとうさんお帰りなさいパーティーであったが、なかなか新しい人が入らなくなっ12 

ている。 13 

委 員：新しい人が入ってくる方法を考えることが大切だと思う。 14 

委 員：団体は常に動いているので、単発ではなく定期的に情報交換の場があれば有効なものになる15 

のではないか。リーダー層は色々な情報を持っているので、集まることによりリーダー層が16 

持っているつながりが活かされるのではないか。定期的に交流会が行われるのがよい。 17 

委 員：情報交換の場として機能するように年に一回ではなく何回か開催してはどうか。 18 

委員長：FM西東京がやっているものが近いのではないか。 19 

委 員：毎回違う話であり、常に活動している方たちは色々な情報を持っているので一同に会するこ20 

とで情報が交換できるのではないかと思う。 21 

事務局：事業の数も多いので取捨選択しながら考えていきたい。 22 

委 員：柳沢公民館と連携しながらやっている事業があるが、市民活動と社会教育はリンクしていく23 

方向性はあるのか。児童館ともつながっていける可能性はあるのか。 24 

事務局：公民館とは相性がよいと思うが、児童館についてはハードルは高いと思う。 25 

委 員：柳沢公民館とも関心の高い職員とゆめこらぼの職員とのつながりであれば、職員が異動にな26 

れば消滅してしまうのではないか。 27 

事務局：まちづくり円卓会議で柳沢公民館とつながりを作ったものについてだが、その担当職員は異28 

動したが、柳沢公民館とゆめこらぼとしての関係が作られているので、消滅する心配はない29 

と思う。ただ、柳沢公民館とつながるのも 3年間程かかっているので、他の組織とやってい30 

く際にはどの組織とやるかは良く考えないといけない。 31 

委 員：市民活動と社会教育は異質のものと考えて良いのか。 32 

事務局：公民館を選んだのは社会教育とのつながりが強いと考えてのことだ。公民館も社会教育から33 

いろんな団体が出来ることを考えている。 34 

委 員：児童館ではありえないのか。 35 

委員長：ありえるが、NPOとしては社会教育、市民活動を意識しておりその一つとして児童館がある。36 

しかし、児童館自体は市の施設なので NPOが委託されていない児童館が市民活動として関わ37 

るのは難しい。NPOの動きとして関わることはあるが、運営母体による。 38 

 39 

 40 
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4．そ の 他  1 

1．次回運営委員会日程について 2 

日時：10月 17日（火）19時～21時 3 

会場：イングビル 3階 第 1,2会議室 4 


